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On the Revision of the Guidelines for U.S.-Japan Defense 















































































































「日本に対する武力攻撃が生じた際，日本は攻撃に対処する第1義的責任を有する（In case of an 
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58） THE WALL STREET JOURNAL，16―18，January，2015（Asia Edition）には，日本軍慰安婦に関
する記事が掲載されている。マックグロウ・ヒルエドゥケーション社の発行する歴史教科書では，








年記念の際に連邦議会で「過去に対して盲目な者は，現在に対しても盲目となる（Wer vor der 
















































極的平和主義（Proactive Contribution to Peace）」として正当化している。「積極的平和主義」と
いう言葉は，もともと平和学の第一人者であるヨハン・ガルトゥングが提唱した言葉である。ガ
ルトゥングは，武力行使や戦争，殺人などの「直接的暴力」（Direct Violence），「社会的不正義」
に基づく貧困や搾取，差別などの「構造的暴力」（Structural Violence）などの「暴力」があると
し，こうした暴力がない状態を「平和」と定義する。そして「構造的暴力」をなくす「積極的平
和（Positive Peace）」主義を提唱した。その後，ガルトゥングは「積極的平和主義」の意味を深
化させ，「医療制度の恩恵を受けられること」「学校でいじめなどをなくすとりくみを積極的に行
うこと」といったように，「何かがある状態」を「積極的平和主義」としている61）。安倍首相は集
団的自衛権の行使のような，海外での武力行使を積極的に行なうことを「積極的平和主義」とし
ているが，安倍首相のいう「積極的平和主義」はガルトゥングの用語ではまさに「直接的暴力」
であり，「平和学」では否定されるべき手段とされている。海外で積極的に武力行使を目指す，
安倍首相の言う「積極的平和主義」が日本や国際社会の平和に本当に貢献するものであろうか。
海外での武力行使を積極的にすすめる「積極的平和主義」の一環として，いま日米間では「ガイ
ドライン」再改定が目指されているが，本当に日本や国際社会の平和と安全をもたらすのか。今
年はアジア・太平洋戦争での敗戦から70年目という節目の年だが，この節目の年にあたり，特
攻基地があった知覧の地で「特攻の母」と言われた鳥濱トメさんの言葉が思い出されて良い。鳥
濱トメさんによれば，「隊員の多くは，戦争をしてはならない。平和な日本であるように，とい
うことを言っていました」62）という。政治の善し悪しは，国民が政治にどのように関わるかで決
まる。こうした特攻隊員たちの思いを無駄にしないように，私たちは主権者として政治に適切に
関わることが求められる。【2015年2月3日脱稿】
60） この時の講演については飯島滋明「日本国憲法の平和主義と政治の動き」『名古屋学院大学論集　社会
科学篇　第51巻　第1号』（2014年）183―196頁参照。
61） 平和への権利国際キャンペーン・日本実行委員会編『いまこそ知りたい　平和への権利　48のQ＆A』（合
同出版，2014年）16－19頁。
62） 高岡修編『新編　知覧特別攻撃隊』（ジャプラン，2011年）59頁。
